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●台所ゴミで豚を飼う

人
口
が
集
中
す
る
都
市
部
で
は
、
ゴ
ミ

処
理
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
横
浜
市
で

も
、
ゴ
ミ
減
量
化
の
Ｇ
３
０
は
記
憶
に
新
し

い
。
現
在
で
は「
ヨ
コ
ハ
マ 

３
Ｒ
夢
プ
ラ
ン
」

が
進
行
中
で
あ
る
。

近
代
の
横
浜
市
に
お
い
て
、
市
民
と
ゴ
ミ

と
の
関
わ
り
が
大
き
く
変
化
し
た
の
は
大
正

時
代
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
屎
尿
類
は
肥

料
と
し
て
近
郊
農
村
の
農
家
が
購
入
し
て
い

た
が
、
化
学
肥
料
の
広
ま
り
と
共
に
変
化
し
、

逆
に
農
家
が
汲
み
取
り
料
金
を
徴
収
す
る
よ

う
に
な
る
。
そ
の
他
の
ゴ
ミ
に
つ
い
て
も
、

明
治
の
終
わ
り
頃
か
ら
処
理
場
の
必
要
性
が

言
わ
れ
は
じ
め
、
昭
和
は
じ
め
に
滝
頭
と
矢

向
に
塵
芥
処
理
所
が
作
ら
れ
、
後
に
星
川
の

民
間
処
理
所
も
買
収
さ
れ
市
営
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
ゴ
ミ
の
減
量
策
と
し
て

台
所
ゴ
ミ
（
厨
芥
）
に
よ
る
養
豚
も
試
み
ら

れ
て
い
る
（
横
貿
一
九
三
一
・
三
・
一
）。

戦
時
期
と
な
り
物
資
が
不
足
し
て
く
る
と
、

若
干
の
ゴ
ミ
減
少
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り

も
ゴ
ミ
処
理
に
携
わ
る
人
員
の
不
足
や
処
理

所
ま
で
に
運
搬
す
る
手
段
が
問
題
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
自
家
処
理
が
推
進
さ
れ
、
開
始
さ

れ
た
施
策
の
一
つ
に
食
料
不
足
解
消
に
も
資

す
る
厨
芥
養
豚
が
あ
る
。

「
豚
公
・
電
車
を
走
ら
す
」

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
八
月
一
二
日

の
朝
日
新
聞
に
、「
東
條
さ
ん
も
び
つ
く
り
／

豚
公
・
電
車
を
走
ら
す
／
厨
芥
利
用
が
描
く

〝
政
治
〟」（
縮
刷
版
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（『
横
浜
市
史
Ⅱ
』

通
史
編
第
一
巻
下
四
三
七
頁
、
以
下
同
書
）。

こ
れ
は
、
前
年
一
一
月
か
ら
市
と
翼
賛
壮
年

団
が
中
心
と
な
り
、
町
内
会
や
国
民
学
校
で

行
っ
て
い
た
厨
芥
養
豚
に
つ
い
て
、
東
條
英

機
首
相
が
、
軍
需
工
場
な
ど
の
視
察
の
帰
路

の
車
中
に
お
い
て
神
奈
川
県
知
事
に
質
問
し
、

後
日
、
届
け
ら
れ
た
事
業
の
全
貌
に
「
感
心

し
た
」
と
の
記
事
で
あ
る
。

「
電
車
を
走
ら
す
」
と
は
、
豚
が
直
接
的

に
何
か
を
す
る
わ
け
で
は
無
く
、
こ
の
よ
う

に
塵
芥
の
自
家
処
理
を
行
っ
た
の
で
、
市
営

で
行
っ
て
い
た
塵
芥
処
理
の
人
員
が
必
要
な

く
な
り
、
そ
の
う
ち
八
〇
人
が
「
市
の
懇

示
」
に
よ
り
市
電
教
習
所
に
入
り
、
彼
ら
が

市
電
運
行
の
人
員
不
足
を
補
う
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。

こ
の
事
業
が
短
い
間
に
成
功
し
た
理
由
の

一
つ
に
は
、
本
来
は
規
則
に
よ
り
食
肉
は
食

肉
配
給
統
制
会
社
に
総
て
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
対
し
、
県
の
協
力
を
得
て
「
特

別
の
事
情
に
よ
る
も
の
」
と
し
て
統
制
除
外

と
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
い
う
。

こ
れ
を
受
け
て
神
奈
川
県
に
お
い
て
も
、

川
崎
、
横
須
賀
、
鎌
倉
な
ど
全
県
下
に
働
き

か
け
、
今
秋
に
は
三
〇
〇
〇
頭
の
厨
芥
養
豚

を
目
標
と
し
て
い
る
と
記
事
は
伝
え
て
い
る
。

当
時
の
市
長
半
井
清
は
、
後
に
「
新
聞
が

『
豚
、
電
車
を
走
ら
す
』
と
い
う
大
き
な
見

出
し
を
つ
け
て
報
道
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は

私
は
び
っ
く
り
す
る
と
同
時
に
『
な
る
ほ
ど
、

う
ま
い
見
出
し
を
つ
け
る
も
の
だ
』
た〔
と
〕

感
心

し
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（
半
井
『
わ
が
人

生
』
神
奈
川
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
）。

厨
芥
養
豚
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
以
前

か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
後

に
は
、
既
に
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
三
月
農

林
省
農
政
局
が
『
厨
芥
利
用
養
豚
の
実
際
』

と
い
う
報
告
書
を
出
し
、
東
京
・
大
阪
・

名
古
屋
な
ど
の
厨
芥
養
豚
を
紹
介
し
て
い
る

（
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
）。
横
浜
市
の
場
合
、
翼
壮
・
町
内
会

が
蒐
集
・
運
搬
を
行
い
、
従
来
、
そ
こ
に
関

わ
っ
て
い
た
人
員
を
他
に
振
り
分
け
た
こ
と

が
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
。

こ
の
記
事
が
出
た
た
め
に
、
各
地
か
ら
の

視
察
が
相
次
い
だ
と
い
う
。
ま
た
、先
の『
横

浜
市
史
Ⅱ
』
で
も
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、

同
年
一
一
月
に
は
公
園
緑
地
協
会
の
『
公
園

緑
地
』
第
七
巻
第
九
号
に
市
経
済
部
農
政
課

の
軽
部
吉
久
に
よ
る
概
況
報
告
が
あ
る
（
半

井
清
資
料
Ａ
―38
―16
）。
次
に
こ
れ
に
よ
り

詳
細
を
見
て
い
こ
う
。

肉
豚
増
殖
計
画

横
浜
市
で
は
、
数
次
に
わ
た
っ
て
周
辺
農

村
と
合
併
し
養
豚
農
家
も
増
加
し
た
が
、
戦

時
期
の
飼
料
不
足
・
労
力
不
足
に
よ
り
激
減

し
て
い
た
（
軽
部
吉
久
「
横
浜
市
の
肉
豚
増

殖
計
画
の
概
況
」、
以
下
同
じ
）。
そ
こ
で
、

厨
芥
に
よ
る
養
豚
に
注
目
し
、
調
査
を
し
た

結
果
、
ま
ず
、
七
模
範
団
体
に
よ
る
飼
育
を

実
行
し
た
。

模
範
団
体
は
、
市
街
中
心
地
と
農
域
近
在

と
に
分
け
、
中
心
地
は
肉
豚
一
〇
頭
、
近
在

は
種
豚
三
頭
、
肉
豚
七
頭
で
あ
っ
た
。
市
街

中
心
地
に
お
け
る
養
豚
で
は
、
糞
尿
や
蠅
な

ど
の
衛
生
問
題
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
蠅
取
器

の
設
置
や
空
閑
地
利
用
の
蔬
菜
栽
培
の
肥
料

と
し
て
利
用
す
る
な
ど
し
た
た
め
、
問
題
は

無
か
っ
た
と
い
う
。

事
業
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
す
ぐ
に
、
半
井

台
所
ゴ
ミ
で
豚
を
飼
う

写真1　滝頭の塵芥処理所　横浜市史資料室所蔵

写真2　「厨芥利用養豚要綱（手写）」
横浜市史資料室所蔵半井清資料A-24-5
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●台所ゴミで豚を飼う

市
長
は
鶴
見
区
翼
賛
壮
年
団
市
場
分
団
の

養
豚
を
視
察
し
て
い
る
（
神
奈
川
新
聞
四

二
・
一
一
・
一
九
、
以
下
、
神
奈
川
と
略
す
）。

こ
こ
で
は
、
熊
野
神
社
際
に
設
け
ら
れ
た
飼

育
場
に
て
飼
育
を
し
て
、
極
め
て
順
調
と
記

事
に
は
書
か
れ
て
い
る
。
同
地
は
軽
部
の
報

告
で
も
「
極
め
て
良
好
な
り
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
模
範
的
な
場
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。こ

の
結
果
を
受
け
て
、
第
一
次
計
画
と
し

て
、
仔
豚
を
自
給
し
常
時
一
五
〇
〇
頭
を

飼
育
す
る
た
め
に
、
肉
用
仔
豚
一
五
〇
〇

頭
、
種
豚
二
〇
五
頭
（
三
年
ご
と
）
を
適

当
な
団
体
に
貸
付
け
、
種
豚
に
補
助
飼
料

費
、
仔
豚
代
は
食
肉
と
し
た
と
き
か
分
娩
し

た
と
き
に
償
還
す
る
計
画
を
立
て
た
。
ま

た
、
豚
舎
は
旧
豚
舎
の
改
修
・
廃
物
利
用

に
よ
る
建
設
を
指
導
し
、
厨
芥
の
蒐
集
・

運
搬
、
市
街
地
に
お
け
る
リ
ヤ
カ
ー
や
樽
な

ど
の
容
器
、
近
在
地
へ
の
運
搬
の
た
め
の
牛

車
な
ど
へ
の
補
助
も
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。

四
三
（
昭
和
一
八
）
年
度
当
初
の
計
画
で
は
、

国
民
学
校
へ
は
四
月
中
に
一
校
五
〜
六
頭
宛
、

生
後
二
ヶ
月
の
仔
豚
五
二
頭
を
配
付
し
、
児

童
が
持
ち
寄
っ
た
厨
芥
に
よ
り
飼
育
し
、
翼

賛
壮
年
団
関
係
で
は
、
翼
壮
一
三
（
港
北
区

団
・
井
土
ヶ
谷
分
団
・
六
角
分
団
・
保
土
ヶ

谷
区
第
四
分
団
・
中
区
関
内
分
団
・
桜
ヶ
丘

分
団
・
保
土
ヶ
谷
区
二
俣
川
第
六
分
団
・

港
北
区
城
郷
聯
合
分
団
・
磯
子
区
釜
利
谷
分

団
・
鶴
見
区
矢
向
江
ヶ
崎
分
団
・
中
区
戸
部

聨
合
分
団
・
日
下
永
野
聯
合
分
団
・
戸
塚
区

中
川
分
団
）
と
農
事
実
行
組
合
一
（
港
北
区

新
羽
愛
郷
農
事
実
行
組
合
）
に
仔
豚
二
〇
〇

頭
を
配
付
済
み
で
あ
っ
た
（
神
奈
川
四
三
・

四
・
三
）。
こ
の
う
ち
、
二
俣
川
第
六
分
団

で
は
、
四
二
年
秋
か
ら
二
四
頭
の
飼
育
を
は

じ
め
た
。
二
俣
川
地
区
は
、
当
時
、
農
村
地

帯
で
あ
っ
た
た
め
に
厨
芥
確
保
が
難
し
く
、

保
土
ヶ
谷
区
天
王
町
の
協
力
を
得
て
、
三
四

〇
戸
の
塵
芥
を
輪
番
制
で
牛
車
を
使
っ
て
運

搬
し
、
四
三
年
八
月
初
め
に
は
、
二
〇
余
貫

（
七
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
余
）
に
成
長
し
た
と
い

う
。
そ
こ
で
、
豚
に
関
す
る
懇
談
会
を
開
き

試
食
を
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
（
神
奈

川
四
三
・
八
・
五
）。

第
一
次
計
画
の
概
要

軽
部
吉
久
は
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年

一
〇
月
末
現
在
の
概
況
を
報
告
し
て
い
る
。

続
け
て
み
て
み
よ
う
。

表
１
を
見
る
と
、
団
体
数
で
は
国
民
学
校

が
一
番
多
く
七
六
校
で
行
わ
れ
て
い
た
。
次

い
で
工
場
が
三
〇
、
翼
壮
が
二
四
で
あ
っ
た
。

一
団
体
当
た
り
の
飼
育
頭
数
で
見
る
と
、

国
民
学
校
は
二
頭
で
、
当
初
計
画
の
五
〜
六

頭
よ
り
は
少
な
い
。

例
え
ば
、
西
前
国
民
学
校
で
は
、
男
子
五

七
班
、
女
子
五
四
班
、
計
一
一
一
班
に
編
成

し
て
、
四
月
現
在
で
六
頭
を
飼
育
し
て
い
た

（
神
奈
川
四
三
・
四
・
一
一
）。
同
校
の
養

豚
の
様
子
は
、
軍
人
援
護
教
育
映
画
に
記
録

さ
れ
て
い
る
（
前
田
一
男
「
西
前
小
学
校
軍

人
援
護
教
育
映
画
『
戦
ふ
少
国
民
』
に
つ
い

て
」『
市
史
研
究
よ
こ
は
ま
』
第
三
号
、
一

九
八
九
年
）。
ま
た
、
岡
野
国
民
学
校
で
は
、

校
庭
に
四
間
×
二
間
の
豚
舎
を
建
て
飼
育
を

始
め
た
が
、
児
童
や
学
校
後
援
会
だ
け
で
は

餌
が
集
ま
ら
ず
、
周
辺
の
町
内
会
に
援
助
を

求
め
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
（
神
奈
川
四
三
・

四
・
二
三
）。
九
月
半
ば
で
は
、
石
川
・
井

土
ヶ
谷
・
西
前
・
六
浦
・
本
郷
・
大
正
・
蘆

穂
崎
・
山
内
・
保
土
ヶ
谷
・
岡
野
・
峰
・
石

沢
の
一
二
校
で
三
五
頭
を
飼
育
し
、
九
月
末

ま
で
に
は
三
〇
校
、
八
〇
頭
の
予
定
で
、
一

〇
月
に
は
一
〇
五
校
全
校
で
六
〇
〇
頭
を
目

標
と
し
て
い
た
（
神
奈
川
四
三
・
九
・
二

〇
）一

方
で
翼
壮
の
飼
育
は
規
模
が
大
き
く
、

平
均
で
三
一
頭
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
鶴

見
区
市
場
富
士
見
町
班
は
、
同
年
二
月
か

ら
九
頭
の
仔
豚
を
飼
育
し
始
め
、「
人
家
が

稠
密
し
て
全
く
の
市
街
地
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
」
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、「
翼
壮
、
町
内
会
、

婦
人
会
、
青
年
団
、
在
郷
軍
人
会
等
の
諸
団

体
が
文
字
通
り
打
つ
て
一
丸
と
な
つ
て
、
努

力
」
し
た
結
果
、「
豚
は
飼
つ
て
も
少
し
も

臭
く
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
家
庭
の
蠅
が
な

く
な
つ
た
」、「
豚
は
市
街
地
で
も
楽
々
と
飼

育
の
出
来
る
清
潔
な
家
畜
で
あ
る
」
と
報
じ

ら
れ
た
（
神
奈
川
四
三
・
七
・
二
三
）。
こ

の
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の
成
功
例
に
よ
り
、

先
の
首
相
の
記
事
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
よ
り
詳
し
い
経
営
形
態
に
つ
い

て
も
、
軽
部
は
紹
介
し
て
い
る
。
経
営
形
態

を
五
類
型
に
分
類
し
て
い
る
。
第
一
型
は
、

単
位
区
域
内
で
区
域
内
の
厨
芥
を
利
用
し
て
、

一
〇
頭
内
外
の
集
合
飼
育
か
二
〜
三
頭
の
分

散
飼
育
を
し
て
い
る
三
三
団
体
。
第
二
型
は
、

市
内
繁
華
街
の
厨
芥
を
牛
車
で
運
搬
し
、
遊

閑
地
の
旧
豚
舎
を
利
用
し
て
、
一
〇
〇
頭
内

外
の
大
集
合
飼
育
を
す
る
三
団
体
。
表
１
に

見
る
翼
壮
の
平
均
飼
育
数
を
押
し
上
げ
て
い

る
の
は
、
こ
の
三
団
体
の
飼
育
数
で
、
中
区

関
内
分
団
が
行
っ
て
い
る
井
土
ヶ
谷
豚
舎
は

一
四
〇
頭
余
、
磯
子
区
釜
利
谷
分
団
は
一
三

種　類 団体数 飼育頭数 平均頭数

翼賛壮年団 24 740 31 

町内会 14 54 4 

国民学校 76 140 2 

工　　場 30 148 5 

計 143 1,082 8 

出典：軽部「横浜市の肉豚増殖計画の概況」。
　　  団体数の合計は原資料のまま。
原注： 市塵芥処理場・病院は町内会に含む。

出典：軽部吉久1943年。

表1　第一次計画の概要（10月末現在）

表2　類型別飼育団体数

区　名
第
一
型

第
二
型

第
三
型

第
四
型

第
五
型

計

鶴見区 8 13 12 33 

神奈川区 6 10 8 24 

中区・南区 8 1 22 10 2 43 

磯子区 3 1 6 10 

保土ヶ谷区 3 1 9 13 

戸塚区 1 6 7 

港北区 4 10 14 

計 33 3 76 30 2 144 



9

●台所ゴミで豚を飼う

〇
頭
、
保
土
ヶ
谷
区
二
俣
川
分
団
は
八
〇
頭

を
飼
育
し
て
い
た
。
第
三
型
は
、
先
に
紹
介

し
た
国
民
学
校
で
数
頭
ず
つ
飼
育
し
て
い
る

も
の
。
第
四
型
は
、
工
場
の
寄
宿
舎
な
ど
の

厨
芥
を
利
用
し
た
三
〇
工
場
、
鶴
見
、
神
奈

川
、
中
・
南
区
の
み
で
あ
っ
た
。
第
五
型
は
、

市
の
厨
芥
処
理
独
自
の
立
場
に
よ
り
、
保

土
ヶ
谷
区
塵
芥
処
理
場
に
て
飼
育
し
て
い
る

も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
養
豚
の
う
ち
、
病
死
し
た
も
の

が
三
五
頭
の
み
で
、
一
〇
月
末
ま
で
に
、
食

肉
配
給
統
制
規
則
に
よ
り
食
肉
と
し
た
も
の

が
八
五
頭
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
に
は
、
先
に

見
た
統
制
除
外
と
な
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
る

の
だ
ろ
う
。

統
制
除
外
と
な
っ
た
も
の
は
、
次
の
よ
う

な
記
事
に
も
な
る
。「
美
味
い
ぞ
豚
汁
大
会

／
麦
田
の
市
電
戦
士
垂
涎
」
と
の
見
出
し
で
、

麦
田
営
業
所
の
食
堂
や
各
従
業
員
の
家
庭
か

ら
で
る
厨
芥
で
、
車
庫
裏
で
飼
育
し
て
い
た

豚
二
頭
が
お
り
、
一
一
月
末
か
一
二
月
初
め

に
「
交
通
戦
士
の
慰
安
豚
汁
大
会
を
催
す
計

画
で
あ
る
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
（
神
奈
川

四
三
・
一
〇
・
二
五
）。

横
浜
屠
場
と
市
営
屠
場

こ
れ
ら
の
飼
育
さ
れ
た
肉
豚
は
、
屠
場
に
お

い
て
食
肉
に
加
工
さ
れ
て
い
く
。
昭
和
初
期

に
お
い
て
、
横
浜
市
に
統
計
上
は
屠
場
が

二
ヶ
所
あ
っ
た（『
神
奈
川
県
統
計
書
』）。
こ

の
う
ち
の
一
ヶ
所
は
、
先
の
大
量
飼
育
を
し

て
い
た
井
土
ヶ
谷
の
横
浜
屠
場
で
、
屠
場
が

あ
っ
て
利
便
性
が
あ
る
の
で
、
多
く
の
頭
数

を
飼
育
し
て
い
た
と
言
え
る
。

井
土
ヶ
谷
の
屠
場
は
、
平
沼
・
永
田
に

あ
っ
た
屠
場
が
合
併
し
、
一
九
〇
九
（
明
治

四
二
）
年
設
立
さ
れ
た
横
浜
屠
場
株
式
会

社
の
屠
場
で
あ
る
（『
よ
こ
は
ま
食
肉
一
二

〇
年
』、『
横
浜
の
屠
畜
場
の
変
遷
』、
以
下
、

主
に
両
書
に
よ
る
）。
当
時
と
し
て
は
、
施

設
が
完
備
さ
れ
た
模
範
的
な
も
の
だ
っ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）

年
に
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
設

立
し
た
戸
塚
屠
場
と
合
併
し
、
横
浜
畜
産
興

業
株
式
会
社
と
な
り
両
屠
場
を
経
営
し
て
い

く
。図

１
を
見
る
と
昭
和
初
期
か
ら
増
加
し
た

市
内
の
屠
場
に
お
け
る
豚
肉
生
産
は
、
三
四

（
昭
和
九
）
年
頃
か
ら
頭
打
ち
に
な
る
。
三

九
（
昭
和
一
四
）
年
の
増
加
は
、
豚
の
産
地

で
あ
る
鎌
倉
郡
の
村
々
が
合
併
し
た
影
響
で

あ
っ
た
が
、
戦
時
期
に
お
け
る
統
制
と
物
資

不
足
に
よ
り
飼
育
頭
数
は
減
少
し
て
い
く
。

そ
こ
で
、
食
糧
確
保
の
意
味
も
あ
る
厨
芥
養

豚
が
進
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
屠

場
の
取
扱
頭
数
は
よ
り
減
少
し
、
ま
た
、
出

征
な
ど
に
よ
る
人
員
不
足
な
ど
経
営
は
困
難

を
極
め
た
。
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
、

井
土
ヶ
谷
屠
場
は
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
屠
場
の
機
能
が
不
必
要
に
な
っ
た

わ
け
で
は
無
い
の
で
代
替
が
必
要
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
横
浜
市
で
は
、
神
奈
川
区
山
内
町

の
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
内
に
屠
場
を
設
置

す
る
こ
と
に
し
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）

年
二
月
に
市
営
屠
場
を
設
置
し
た
。

お
わ
り
に

横
浜
市
の
事
務
報
告
書
を
見
る
と
、
四
三

（
昭
和
一
八
）
年
（
前
年
一
二
月
一
日
〜
一

一
月
三
〇
日
）
で
は
、「
厨
芥
ヲ
利
用
シ
肉

豚
ヲ
増
産
シ
市
民
ノ
保
健
衛
生
ヲ
強
化
ス
ル

タ
メ
左
記
ノ
通
仔
豚
ヲ
貸
付
ケ
飼
育
セ
シ
メ

タ
リ
」
と
し
て
「
翼
壮
分
団
又
ハ
町
内
会　

三
十
九
個
所　

八
七
一
頭
、
国
民
学
校　

五

十
四
校　

一
七
四
頭
」、
四
四
年
で
は
「
翼

壮
分
団
又
ハ
町
内
会　

三
二
ヶ
所　

六
〇
九

頭
、
国
民
学
校　

五
六
校　

一
七
六
頭
」
と

あ
り
、
四
三
年
中
が
ピ
ー
ク
で
、
人
員
の
減

少
、
食
糧
不
足
の
中
で
厨
芥
の
減
少
、
国
民

学
校
の
疎
開
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
く
。

四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
に
は
、「
厨
芥
利
用

ニ
ヨ
ル
肉
豚
増
殖
計
画
ハ
時
局
ノ
変
転
ニ
伴

ヒ
之
ヲ
中
止
シ
農
域
ニ
於
ケ
ル
増
殖
ヲ
計
画

シ
市
内
ニ
農
業
会
ヲ
対
象
ト
シ
テ
仔
豚
ヲ
貸

付
飼
育
セ
シ
メ
タ
リ
」
と
、
都
市
部
の
厨
芥

を
利
用
し
た
養
豚
は
中
止
と
な
っ
た
。
都
市

部
は
空
襲
に
よ
り
大
き
な
被
害
と
な
り
、
厨

芥
を
集
め
て
豚
舎
へ
運
搬
す
る
こ
と
は
、
不

可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

厨
芥
養
豚
は
、
戦
時
と
い
う
非
常
事
態
の

中
で
、
人
海
戦
術
で
資
源
を
有
効
利
用
す
る

一
手
段
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
末
期
の
空
襲
被

害
は
、
そ
れ
す
ら
許
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
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